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江ノ口川
新市橋 新堀川

電車通り

横堀公園

はりまや橋小学校

桟橋部に明かり取りを設けます。

街路樹は高知らしい大型の常緑樹(クスノキ)を植えます。

歩道舗装は透水性脱色アスファルト舗装とします。4
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1

2

14

13

新市橋は歩道橋として残します。12

河面は出来るだけ残します。11

照明灯を設置します。15

プランターを設置します。

17 大正橋付近に横断歩道を設けます。

5

8

16

有識者の意見を聞きながら移殖する予定。

全面的な河床掘削は行いません。

階段護岸については埋設して保存します。

供用区間工事中断区間

側道に歩道を設けます。

余幅地は憩いのスペースとして活用します。

新堀小学校付近断面図 江の口川付近断面図

車道舗装は排水性アスファルト舗装とします。 河面は出来るだけ残します。

街路樹は高知らしい大型の常緑樹(クスノキ)を植えます。
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横断図Ⅰ(①－①)
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3

新堀駐車場部のオープンスペースは石積擁壁で整備します。6

7

11

道路構造は桟橋形式で整備します。

歩道舗装は透水性脱色アスファルト舗装で整備します。

側道に歩道を設けます。

(歩道部の)防護柵は木製で整備します。

街路樹は高知らしい大型の常緑樹(クスノキ)を植えます。

余幅地は憩いのスペースとして活用します。
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横断図Ⅱ(②－②)
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照明灯を設置します。

①

①

②

②

6 新堀駐車場部のオープンスペースは石積擁壁で整備します。
車道舗装は排水性アスファルト舗装とします。

　(1)３つの検討組織からの提案 2　供用区間の整備状況 01 



【凡例】　　■■：対応済　　■：対応予定　　 ■：未対応

３つの検討組織からの提案等 検討結果 供用区間の整備状況 中断区間の現在の計画

1 プランターを設置してほしい プランターを設置します 街路樹を植えているためプランターは不要（参考１） プランターを設置予定

2 桟橋部に明かり取りを設置してほしい 桟橋部に明かり取りを設置します 明かり取りの設置ではなくオープンスペースの拡大を検討済（参考２） オープンスペースの拡大について検討予定

3 車道舗装は排水性アスファルト舗装にしてほしい 車道舗装は排水性舗装とします 対応済み 対応予定

4 歩道舗装は透水性脱色アスファルト舗装にしてほしい 歩道舗装は透水性脱色アスファルトとします 透水性の緑色アスファルト舗装で暫定対応（参考４） 供用区間も含めて検討予定

シオマネキの移植を実施
（H14：９個体、H19：21個体、H20：15個体）

移植予定

コアマモはH19～20に計約100m2を移植済 移植予定

6 新堀駐車場部のオープンスペースは石積擁壁が望ましい 新堀駐車場部のオープンスペースは石積擁壁で整備します - 石積擁壁を検討予定（参考６）

7 道路構造は桟橋形式が望ましい 河床部の全面コンクリート化は避け、桟橋形式で施工します 桟橋形式で整備済み 桟橋形式を検討

8 河床掘削を実施したほうがよい 全面的な河床掘削は行いません
ヘドロの部分撤去等実施済み
（全面的な河床掘削は行っていない）（参考８）

全面的な河床掘削は行わない予定

9 側道に歩道を設けてほしい 側道に歩道を設けます 歩道整備済み（参考９） -

水門付近において部分的に木製防護柵を設置済み（参考10）

その他はカラー鋼製防護柵を設置済み

11 河面は出来るだけ残すこと（オープンスペースの確保） 河面は出来るだけ残します 出来るだけ残すように対応済み 出来るだけ残すように検討（参考11）

12 新市橋は歩道橋として残してほしい 新市橋は歩道橋として残します - 歩道橋として架け換え予定（参考12）

13 街路樹は高知らしい大型の常緑樹を植えてほしい 街路樹は高知らしい大型の常緑樹（クスノキ）を植えます 暫定的にクスノキを植樹済み（参考13） 対応予定

14 余幅地は憩いのスペースをして活用したい 余幅地は憩いのスペースとして活用します 対応できていない（完成時に対応予定）（参考14） -

15 照明灯を設置してほしい 照明灯は設置します 車道照明に加え、歩行者用照明も設置済み（参考15） 対応予定

16 階段護岸を移設して残してほしい 階段護岸については埋設して保存します 埋設保存済み（参考16） -

17 大正橋付近に横断歩道を設置してほしい 大正橋付近に横断歩道を設けます 横断歩道を設置し、押しボタン式信号も設置済み（参考17） -

検討予定

5 シオマネキ等の希少種は工事前までに移植すること 有識者の意見を聞きながら移植する予定です

10 防護柵は木製にしてほしい （歩道部の）防護柵は木製で整備します

　(2)供用区間における対応 2　供用区間の整備状況 02



１． プ

 供用区間には街路樹を植えており、工事中断区間においては、構造上植樹帯の設置が困難であるため、
プランター等を設置する予定となっています。

２． 桟

４．歩

 歩道

かした

せられ

などに

５．シ

プ ランター の

桟 橋部に明 か

　設計時に検討を行いましたが、構造上大きな明かり取りの設置が困難であったことから、「11」の
とおりオープンスペースの拡大に繋がる検討を行うこととしました。

生

歩道舗装は透

道舗装につい

た色）ではな

れたことを勘

にあわせて

平成14年8月：瀬戸地区（長浜地区）に9匹、平成19年8月に桟橋地区に18匹、新川川地区に3匹、
平成20年8～9月に桟橋地区へ15匹の移植を実施しています。

、

シオマネキ等

の 設置・・ ・

か り取りを 設

透水性脱色ア

いては、透水

なく、交通量

勘案し、スク

、今後採用す

 脱色性ア

等は工事前ま

・・・・・ ・

設 置してほ し

アスファルト

水性アスファ

量の増加に対

クールゾーン

するか検討を

アスファルト

までに移殖す

・ ・・・・・ 

し い・・・・ 

ト舗装にして

ァルト舗装は

対して近傍の

ンを強調する

を進めていき

ト舗装   

すること。・

対応済

未対応

てほしい・・

は採用してい

のはりまや小

る色である緑

きます。

  スクー

・・・・・

・・・・未対応（暫定対応）

いますが、脱

小学校に通学

緑系を採用し

ールゾーンの

・・・・・

脱色性（使用す

学する児童の安

ています。歩

の色（緑）

・・・・対応

する砂の色な

安全性の声が

歩道舗装の更

応済 

などを生

が多く寄

更新時期

６．新堀駐

 現時点で

ては現在利

８．河床掘

全体的な河床掘削は生物の環境を大きく変化させてしまう危険性があるため
河床掘削は基本的に行っていませんが、ヘドロの部分撤去等は実施しています。

９．側道に

１０．防護

 水門付近

ます。これ

耐久性を

１１．河面

 供用区間では検討の結果、下図のようにオープンスペースをできるだけ残しました。
　工事中断区間については、できるだけ河面を残すように検討を行う予定です。

駐車場部のオ

で駐車場部を

利用していな

掘削を実施し

に歩道を設け

護柵は木製に

近において部

れは、桟橋構

を当該施工箇

面はできるだ

オープンスペ

を撤去してい

ない駐車場に

したほうがよ

けて欲しい。

にしてほしい

部分的に木製

構造となった

箇所で検証し、安全性が確認されれば、更新時にフェンスを変更していく予定です。

だけ残すこと

ペースは石積

いないため実

に仮置きをさ

よい。・・・

・・・・・

い・・・・・

製防護柵を設

た場合の転落

と・・・・・

積護岸が望ま

実施できてい

させていただ

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・

設置していま

落の危険性を

・・・・・

ましい。・・・

いませんが、整

だいており、

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・

す。その他

地元説明会

・・・・・

・・・・・・

整備により取

今後対応を行

・・・・・・

・・・・・・

・・・・対応

区間はカラー

で指摘された

・・・・・

対応予定

取り壊された

行う予定です

・対応済（一部対応済）

・対応済

対応済 未対応　対応予定

応予定（一部

ー鋼製防護柵

たことから木製防護柵の

・対応済

た石積みにつ

す。

部対応済）

柵を設置して

つい

てい

　(3)対応状況

　参考

２　供用区間の整備状況 03



１２ ．

工事中断区間に存する為、整備することとなれば歩道橋として残すように計画しています。

１３ ．

 ク ス

１４ ．

 憩 い

理

．新市橋は 歩

．街路樹は 高

ス ノキを設 置

． 余幅地は 憩

い のスペー ス

理由１　撤去予定の新堀川の石垣などを活用し整備を行う予定でしたが、石垣を撤去する前に
        余幅部を先行して整備することになり、材料が確保できなかったことから暫定的に歩
        道として利用を開始しました。

理由２　供用区間の供用を開始する前後で交差点内の事故が多発したことから、交差点を暫定
        的な形状としている間は視認性を確保し事故防止を図る方針としました。 

歩 道橋とし て

高 知らしい 大

置していま す

憩 いのスペ ー

ス について 検

て 残して欲 し

大 型の常緑 樹

す。 

ー スとして 活

検 討はでき て

し い。 ・・・ 

樹 を植えて 欲

活 用したい ・ 

て いるので す

・・・・・ 

欲 しい。 ・・ 

・・・・・ 

す が、以下 の

・・・・・ 

・・・・・ 

・・・・・ 

の 理由から 現

・・・対応 予

・・・対応 済

・・・ 対応 

現 在設置でき 

予 定  

済

予定  

ていません 。。

１５．照 明

  一般 的

１６．階 段

平成１８年から保存方法について検討を行い、平成２０年に埋設保存を行う事に決定しました　　　　　　　　　　　　

現在 は

１７，大 正

  横断 歩

歩 行

明 灯を設置 し

的 な車道照 明

段 護岸を移 設

は埋設保存 が

正 橋付近に 横

歩 道を設置 し

行 者用照明 

し て欲しい。 

明に加え、 歩

設 して残し て

が完了し、 碑

横 断歩道を 設

し ています。 

・・・・・ 

歩 行者用照 明

て 欲しい。 ・ 

碑を設置し て

設 置して欲 し

安全性を 考

・・・・・ ・

明 も設置して 

・・・・・ ・

て遺産を周 知

し い。 ・・・ ・

考 慮して押し 

・・・・・ ・

て います。  

・・・・・ ・

知しています 

・・・・・ ・

し ボタン式信 

・ ・・・・・ 

・ ・・・・・ 

。 

・ ・・・・・ 

号の併せて 設

車両用照明  

・対応済  

・対応済  

・対応済 

設 置されて いい ます。 

埋設位置を示す鋲

　(3)対応状況 ２　供用区間の整備状況 04



⑪新堀橋

④武市半平太道場跡

⑩新市橋

⑨櫻井橋

③櫻井跡

⑦はね橋

⑧大正橋

①中江兆民誕生の地

⑤兆民通り

②岡本寧浦
 塾跡地

⑥階段護岸

⑥階段護岸
由来不詳

④武市半平太道場跡記念碑

①中江兆民誕生の地

③櫻井跡

⑤兆民通り

東洋のルソーと言われた
思想家・文学者の誕生地
跡です。

坂本龍馬・中岡慎太郎らと
ともに土佐勤王党を結成。
その道場跡記念碑です。

建

②岡本寧浦塾跡の碑

儒学者で岩崎弥太郎・
中江兆民・坂本龍馬ら
を教えた塾の跡地です。

⑦はね橋⑧大正橋⑨櫻井橋⑩新市橋

⑫植樹帯などを利用し周辺の歴史的な史話についての案内板を設置
　します。
⑫植樹帯などを利用し周辺の歴史的な史話についての案内板を設置
　します。

現在ある5つの橋については橋の親柱を保存し 、 残すとともに、 併せて橋の説明板も設置します。

（ 案内板案）

昭和33年竣工

昭和５8年竣工

昭和34年竣工

昭和５0年竣工

昭和10年　竣工

⑪新堀橋

新堀川の周辺には、　　　　　 　　があります。新堀川の周辺には、　　　　　 　　があります。

新堀川周辺の史跡について 

歴史的な史跡

整備済

　(４)新堀川周辺の史跡 ２　供用区間の整備状況 05



歴史的

中江兆

 昭和

岡本寧

 昭和

桜井跡

 平成

 

的な史跡への

兆民誕生の地

和 28 年に高

寧浦塾跡地

和 12 年に高

跡・・・・

成 4 年 高知

の対応 

地・・・・・

高知市教育委

・・・・・・

高知市により

・・・・・・

知市教育委員

・・・・・・

委員会により

・・・・・・

史跡整備が

・・・・・・

員会により史

・・・・・・

史跡整備が

 

・・・・・・

実施されてい

 

・・・・・・

史跡整備が行

 

・・・・・

実施されてい

・・・・・

いる。 

・・・・・

行われている

・・・・・

いる。 

・・・・・

・・・・・

る。 

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・現状維持

・・現状維持

・・現状維持

持 

 
持 

 
持 

武市半平太

 横堀公園

兆民通り・

通り名の

太道場跡・・

園内に地元住

・・・・・・

の案内表示と

・・・・・・

住民の方が案

・・・・・・

と石碑を整備

・・・・・

案内板を設置

・・・・・

備 

・・・・・

置するなど整

 

 

・・・・・

 

・・・・・

整備している

・・・・・

・・・・・

。 

・・・・・

・・・・・現

・・・・・

現状維持 

・・対応済

①

②

④ 

⑤

⑥③

　(５)歴史的な史跡への対応 ２　供用区間の整備状況 06 

階段護岸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・対応済 

 階段護岸自体は埋設保存とし、碑を設置しています。 

  

埋設範囲の目印



整備前

 整備

はね橋

 
大正橋

 
櫻井橋

前にあった橋

備前にあった

橋・・・・

橋・・・・

橋・・・・

橋の保存 

た３つの橋に

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

については、

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

橋の親柱を

・・・・・・

 

・・・・・・

 

・・・・・・

 

を保存し、残

・・・・・

・・・・・

・・・・・

残すと共に合

・・・・・

・・・・・

・・・・・

合わせて橋の説

・・・・・

・・・・・

・・・・・

説明板を設置

・・・・・対

・・・・・対

・・・・・対

置している。

対応済 

 

対応済 

 

対応済 

 

新市橋・

 供用区間

    

 
周辺の歴史

 はりまや

憩いのスペ

し周辺の歴

内板を設置

【参考】町

 

    

新堀橋（未整

間と同様に橋

     

史的な史話に

や橋小学校北

ペースまたは

歴史的な史話

置する予定

 
 
 
 
 
 

町名の由来に

     

整備区間）・

橋の親柱を保

新市橋  

についての案

北側に設置す

は植樹帯を利

話についての

については高

 新市町

・・・・・

保存し併せて

     

案内板・・・

する

利用

の案

高知市により

     

・・・・・・

て橋の説明板

 

     

・・・・・

案内版が整

 

     

・・・・・・

板を設置する

      

・・・・・

整備済。 

      

・・・・・・

予定 

  新堀橋

・・・・・

  山田町

・・・・・

橋 

・・・・・

町 

案内板の

・・対応予

・・対応予定

のイメージ

予定 

 

定 

 

⑦

⑩

⑫

⑪

⑧

⑨

　(５)歴史的な史跡への対応 ２　供用区間の整備状況 07 


